
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

  

 

遊びが子どもを育てることは、子ども館の核となる活動。昔に比べると地域での遊びの環境がなくなり、

遊び文化が伝承されにくくなっているなか、子ども館きららの中にたくさんの子どもたちが集う環境があり、

そして、遊びを通して子どもたちが成長していく環境があることの意義は大きい。 

きららは５つの機能を持つ複合施設です。入園前の小さな子どもたち、小中学生、高校生、障害を持った 

子どもたち、いろんな子どもたちが、同じ一つの屋根の下で生活をします。とりわけコンパスさん（放デイの

子どもたち）が同じ施設内に同居するのは全国的にも珍しい。きららの最大の特徴です。このことを大事に、

しっかりと子どもたち一人一人と向き合いながら、子どもたち同士が互いの違いを認め合う、そして、集団

の中で一人一人が輝ける、そんなインクルーシブな社会をきららのなかに実現していく。目指していきたい

ことであり、それが、きららの役割でもあるのです。 

子どもたち、子育てをするお父さん、お母さんたちにとってきららが居心地のいいところでありたい。  

保育士、看護師、子ども家庭支援員も配置され子育ての専門的な相談にものってもらえます。土曜日・日曜日

も支援センター室が開放され平日同様の時間帯で利用できます。（祝日は開放しません）支援員もいます。 

今いるところ、ちょっと居心地が悪かったら、きららに行ってみようかなと思えるようなきららにしてい

きたい。 

 

子育て中のお母さんお父さんにとって 

〇 子どもとゆっくり向き合える 

〇 保護者どうし子育ての話ができる 

〇 専任職員に相談ができる 

子どもたちにとって 

〇 のびのびと過ごせる時間と空間がある 

〇 楽しく遊べる場や魅力的な活動がある 

〇 いろんな人との出会いがある 

〇 安心できて心地よい環境がある 

居るところがなかったら、きららにおいで。 

やることがなかったら、きららにおいで。 

話せる人がいなかったら、きららにおいで。 

分かってくれる人がいなかったら、きららにおいで。 

きららは、ここにあるよ。 

平日の午後は、児童クラブの子どもたち、自由来館者をはじめたくさんの

利用者でとてもにぎわいます。様々な友達との交流の中で遊びが豊かにな

り、友人関係を広げ、つながりを深めます。遊びへの興味・関心が子どもた

ちの心を動かします。自らかかわり、いろんな思いを追究していく中で、  

自身で考え、決断し、行動し、責任を持つといった経験を積み重ね、子ども

たちは独自性・自主性・社会性を身に付けていきます。遊びが子どもたちを

育てていきます。 

子ども館「きらら」ってどんな場所？ 



 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

４月 曜 時 間 イベント ●印は、だれでも参加可能です。  

１ 火  ●春を飾ろう！ 

２ 水   

３ 木   

４ 金  （飯山小 入学式） 

５ 土   

６ 日   

７ 月   

８ 火   

９ 水  ●レッツ工作（ストロー紙飛行機） 

10 木   

11 金   

12 土   

13 日   

14 月   

15 火   

１6 水   

17 木  ●みんなでこいのぼり 

18 金 10:45～11:20 （子）小林リトミック 

19 土   

20 日   

21 月   

22 火   

23 水  ●レッツ工作（ストロー紙飛行機） 

24 木 10:15～11:40 （子）保健師 発育測定・相談 

25 金   

26 土  ●きららで遊ぼう 

27 日   

28 月   

29 火  （昭和の日） 

30 水   

じっくり工作を楽しみ、きのこ汁やわたがしを味わいました。トランポリンも大盛り上がり。 
子どもも大人も笑顔あふれる、心温まるひとときとなりました。 
また、中高生をはじめ、多くの地域の方々がスタッフとして支えてくれました。地域のつながりが生まれ、
みんなで子どもたちを見守る、そんな大切な時間となりました。 

たくさんの 

子どもたち、 

お家の方々で、 

大賑わい！！ 

●ボルダリング …土曜（13:30～）  …日曜・祝日（終日） 
…平日＜月・水＞（下校時間から３０分間） 

 

：支援センター室開放日 


